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ず Frakakij ＝ング島に停泊し、その後、雙魚海門＝ホイトンから Gijangh ＝ラム川を遡上して、
興元＝フングエンに向かっていたと考察できる。















　ホイトン集会場は 17 世紀に創建されたもので、発掘調査では、下層から 17 世紀代のベトナム
産の波状文がはいった壺や鉢、白磁の皿や、印判で菊花文を施文する青花・鉄絵皿（図 3）、中
国の青花（図 4）といった陶磁器が多数出土した。集会場創建のころの遺物と考えられる。その










れている。その調査では、11 万点にのぼる陶磁器が出土しており、中国陶磁器では 16 世紀後半
3	「雲屯」はベトナム北部、現在のクアンニン省ヴァンドン県に位置した中世から近世の港である。世界遺産
となっているハロン湾の島に所在し、その考古学調査では陳朝から黎朝のベトナム陶磁器や、元朝から清朝
の中国陶磁器が多数出土した [ 菊池 2017a]。
4	『大越史記全書』1349 年 ( 陳裕宗紹豊 9年 ) 条に「設雲屯鎭鎭官・路官・察海使、及置平海軍以鎭之。先是、
李朝時商舶來則入自演州・他員等海門。至是、海道遷移、海門淺涸、多聚雲屯、故有是命。」とある。『校合


























































































易におけるベトナムの役割 - ゲアンの考古学調査から -」）および JP17K03229（基盤研究（C）研
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図 3　ベトナム・鉄絵皿（ホイトン集会場出土）
図 4　中国・景徳鎮窯系青花（ホイトン集会場出土）
〈 184 〉ベトナム北部の朱印船寄港地、ゲティンにおける日越交流の新展開（菊池）
図 5　日本・肥前窯系染付（ホイトン集会場出土・採集）
図 6　阮輝瑩の子孫（右から 2番目）
